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「ヘルプマーク」「ヘ
ルプカード」を導入
すべきではないか

防災ラジオ導入に当
たって、市民負担は
どうなるのか

新年度から作成し導
入していく

１台目については登
録料も含め無償貸与

教
育
保
育
施
策
の
充
実
に
つ
い
て

川
上
　
高
梁
保
育
園
の
老
朽
化
に
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　

ま
た
、
高
梁
幼
稚
園
と
高
梁
南
幼
稚

園
の
再
編
は
ど
う
す
る
の
か
。

市
長
　
新
年
度
か
ら
、
高
梁
市
街
地
の

認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
に
向
け
て
、
準

備
し
て
い
き
た
い
。

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長
　
地
産
地
消
が
相
当
進

ん
で
い
る
と
推
察
し
て
い
る
。
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

平
松
　
学
校
給
食
に
、
地
元
食
材
を
使

用
す
る
場
合
、
そ
れ
に
対
し
て
一
定
の

補
助
を
し
て
は
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長
　
備
中
牛
や
大
納
言
小

豆
を
使
用
し
た
給
食
に
一
部
補
助
を
し

て
い
る
。

水
道
料
金
に
つ
い
て

平
松
　
お
年
寄
り
や
学
生
た
ち
で
使
用

水
道
量
が
５
ト
ン
以
下
の
世
帯
は
料
金

軽
減
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

産
業
経
済
部
長
　
施
設
・
固
定
費
用
が

か
か
り
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

障
害
者
支
援
に
つ
い
て

川
上
　
外
見
で
は
わ
か
り
に
く
い
障
害

を
抱
え
る
方
や
、
妊
娠
初
期
の
女
性
の

方
が
周
囲
の
人
か
ら
配
慮
や
支
援
を
受

け
や
す
く
す
る
た
め
に
所
持
す
る
「
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
」「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
を
導

入
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
新
年
度
か
ら
作
成
し

て
希
望
者
に
配
布
し
て
い
く
。

　

市
民
へ
の
周
知
を
進
め
、
支
援
を
受

け
る
人
に
も
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て

い
き
た
い
。

防
災
ラ
ジ
オ
導
入
に
当
た
っ
て

平
松
　
屋
外
放
送
塔
設
備
は
存
続
使
用

す
る
と
と
も
に
、
全
市
に
拡
充
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

総
務
部
長
　
本
市
の
よ
う
な
中
山
間
地

域
は
地
理
的
条
件
も
あ
る
し
、
多
額
の

費
用
も
か
か
り
廃
止
の
方
向
で
進
め
て

い
く
。

本
市
農
業
の
地
産
地
消
に
つ
い
て

平
松
　
地
産
地
消
を
一
層
推
進
し
て
い

く
た
め
に
Ｊ
Ａ
や
生
産
団
体
を
含
め
た

推
進
組
織
を
立
ち
上
げ
て
は
。

産
業
経
済
部
長
　
６
次
産
業
化
が
進
ん

で
お
り
、
地
産
地
消
が
進
ん
で
い
る
と

推
測
さ
れ
推
進
組
織
は
考
え
て
い
な
い
。

平
松
　
地
産
地
消
の
推
進
の
た
め
、
組

織
の
立
ち
上
げ
と
運
営
及
び
計
画
づ
く

り
に
必
要
な
予
算
を
計
上
し
、
推
進
す

●障害者支援について
●教育保育施策の充実につい
て
●オリジナル婚姻届の作成と
ウェルカムボードの設置につ
いて

●本市農産物の地産地消の推
進について
●防災ラジオ導入に当たって
●水道料金について

川上 博司

平松  賢司

通学路の通学児童、生
徒のために市として街
路灯整備はできないか

県は病床数の削減を
計画しているが

一つ一つの事業に対し
てしっかり調査、協議
をしながら市の責任を
果たしてまいりたい

医療の質が病院完結
型から地域完結型に
変わっていく中、や
むを得ない

●児童、生徒の安全確保
●県南部都市への交通利便性
の向上
●地域の伝統文化継承のため
の活動の拡大
●子育て家庭の負担軽減

●高梁地区における地域包括ケ
アシステムと地域医療構想に
ついて
●高梁市図書館について
●平成 29年度予算概要につい
て

伊藤  泰樹

小林  重樹

な
一
部
・
全
部
の
補
助
や
Ｊ
Ｒ
へ
通
勤

快
速
の
要
望
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
長
　
補
助
は
考
え
て
い
な
い
が
、
通

学
、
通
勤
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
に
つ
い
て
、
対
応
も
必
要
と
考
え
て

い
る
。

地
域
の
伝
統
文
化
の
継
承
に
つ
い
て

伊
藤
　
子
供
た
ち
に
郷
土
愛
、
ふ
る
さ

と
を
情
操
す
る
た
め
に
、
地
域
の
偉
人
、

文
化
、
芸
能
を
児
童
へ
伝
え
る
こ
と
が

必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

教
育
長
　
全
市
的
に
ど
う
い
う
も
の
が

残
っ
て
い
て
、
何
を
残
す
の
か
検
討
し
、

計
画
的
な
取
り
組
み
を
考
え
た
い
。

通
学
路
の
街
路
灯
整
備
に
つ
い
て

伊
藤
　
高
梁
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
要
望
書

に
あ
る
が
、
通
学
路
の
街
路
灯
整
備
が

不
十
分
で
暗
い
場
所
が
多
く
あ
る
。

　

道
路
管
理
者
や
当
該
町
内
会
と
い
う

の
で
は
な
く
、
市
が
子
供
を
守
る
と
い

う
強
い
発
信
は
で
き
な
い
の
か
。

教
育
長
　
町
内
会
や
県
な
ど
関
係
機
関

と
の
連
絡
を
密
に
し
、
一
つ
一
つ
の
事
案

ご
と
に
対
し
て
調
査
、
協
議
等
を
行
う
。

学
校
管
理
者
と
し
て
、
児
童
・
生
徒
が

安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
、
市
の
責
任

と
し
て
安
全
対
策
に
努
め
て
い
き
た
い
。

県
南
都
市
部
へ
の
交
通
利
便
性
の

向
上
に
つ
い
て

伊
藤
　
市
内
か
ら
Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
て
通

学
、
通
勤
す
る
高
校
生
、
大
学
生
、
社

会
人
に
対
し
て
、
特
急
料
金
の
段
階
的

「
や
ま
ぼ
う
し
」
の
現
状
に
つ
い
て

小
林
　
晴
れ
や
か
ネ
ッ
ト
の
進
化
版
で

あ
る「
や
ま
ぼ
う
し
」の
現
状
は
ど
う
か
。

政
策
監
　
岡
山
県
が
推
奨
し
て
い
る
晴

れ
や
か
ネ
ッ
ト
（
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

の
高
梁
独
自
の
拡
張
版
を
「
や
ま
ぼ
う

し
」
と
呼
び
、63
施
設
が
加
入
し
て
い
る
。

今
後
も
未
加
入
の
機
関
に
理
解
し
て
も

ら
い
加
入
率
を
上
げ
た
い
。

県
の
保
険
医
療
計
画
に
つ
い
て

小
林
　
県
は
病
床
数
の
削
減
を
計
画
し

て
い
る
が
、
市
は
ど
う
受
け
止
め
て
い

る
の
か
。

政
策
監
　
県
の
計
画
で
は
、
高
梁
・
新

見
保
険
医
療
圏
の
必
要
病
床
は
現
在
の

８
４
６
床
だ
が
、
老
齢
人
口
の
減
少
や

急
性
期
や
回
復
期
な
ど
の
圏
域
外
へ
の

流
出
の
状
況
を
考
慮
し
、
２
０
２
５
年

に
は
、
マ
イ
ナ
ス
３
８
０
床
の
４
６
６

床
に
な
る
と
推
計
し
て
い
る
。

　

現
状
高
梁
・
新
見
圏
域
で
は
、
高
度

急
性
期
の
患
者
の
８
割
、
急
性
期
で
は

半
数
、
回
復
期
で
は
４
割
が
域
外
に
出

て
い
る
。

　

医
療
の
質
が
病
院
完
結
型
か
ら
地
域

完
結
型
に
変
わ
っ
て
い
く
な
か
、
必
要

病
床
数
の
減
少
は
や
む
を
得
な
い
と
考

え
る
。

小
林
　
将
来
の
高
梁
市
の
必
要
病
床
数

は
ど
う
考
え
る
の
か
。

政
策
監
　
総
合
戦
略
で
人
口
減
少
を
抑

制
す
る
目
標
を
立
て
て
将
来
人
口
を
推

計
し
、
将
来
の
医
療
・
介
護
の
体
制
整

備
を
図
り
、
適
正
数
を
出
し
て
行
き
た

い
。
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ここを
聞きました

ここを
聞きました

ここを
聞きました

ここを
聞きました

ヘルプマーク
（本体は赤地に白抜き）


